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地方にこそ宝あり地方にこそ宝あり
創創

ありあけ

平成から元号が変わる今年。
これからの新時代を多様な角度から「創る、作る、造る」を考えて、
身の回りにあるモノで“イノベーション”。

が
あ
る

熊
本
に
は



つ
、
そ
こ
で
な
ん
と
か
婚
活
イ
ベ
ン
ト
が
で

き
な
い
か
」
と
持
ち
か
け
た
と
こ
ろ
、
こ
の

地
域
で
行
政
が
運
営
す
る
婚
活
事
業
「
Ｋ
Ｏ

Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ａ
」
の
こ
と
を
知
り
、
官
民
連
携

に
よ
る
開
催
を
企
画
し
、
今
年
で
３
回
目
。

こ
れ
ま
で
過
去
２
回
の
開
催
で
は
、
延
べ
10

組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
、
１
組
が
見
事
ゴ

ー
ル
イ
ン
し
ま
し
た
。

　

参
加
女
性
は
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ａ
で
募
集
を

し
、
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
は
同
部
で
相
談
し
合

い
な
が
ら
決
定
。

　

参
加
し
た
女
性
は
「
楽
し
か
っ
た
」
「
次

も
参
加
し
た
い
」
な
ど
好
評
で
し
た
。
最
後

に
鎌
田
部
長
は
「
今
回
カ
ッ
プ
ル
に
な
ら
な

か
っ
た
人
も
こ
の
機
会
に
様
々
な
出
会
い
の

場
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
」
「
今
回
参

加
さ
れ
た
女
性
の
殆
ど
は
初
め
て
玉
名
に
来

ら
れ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
今
回
の
イ
ベ
ン
ト

が
き
っ
か
け
に
ま
た
、
こ
の
地
域
に
遊
び
に

来
て
も
ら
っ
た
り
、
こ
の
地
域
の
農
産
物
を

安
心
し
て
購
入
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
に
こ

や
か
な
笑
顔
で
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
詳
し
い
内
容
は
、
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

玉
名
農
業
協
同
組
合
（
Ｊ
Ａ
た
ま
な
）
の

若
手
農
業
従
事
者
で
構
成
す
る
Ｊ
Ａ
た
ま
な

青
壮
年
部
（
会
員
数
２
４
７
名
）
が
主
催

し
、
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ａ
（
コ
イ
バ
ナ
）
と
共

同
で
平
成
30
年
10
月
20
日
（
土
）
に
婚
活
イ

ベ
ン
ト
「
し
あ
わ
せ
応
援
会w

ith

農
男
〜
き

ら
め
き
★
ピ
ザ
婚
活
〜
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
参
加
男
性
は
も
ち
ろ
ん
地
元

で
農
業
に
従
事
す
る
20
代

か
ら
40
代
の
若
手
12
名
。

準
備
か
ら
イ
ベ
ン
ト
の
司

会
、
参
加
男
性
へ
の
フ
ォ

ロ
ー
ま
で
実
行
委
員
の
皆

さ
ん
が
世
話
役
と
な
っ
て

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

部
長
の
鎌
田
英
伸
（
43
歳
）
さ
ん
は
、
「
参

加
男
性
は
皆
、
素
晴
ら
し
い
夢
を
持
っ
て
農

業
の
世
界
に
飛
び
込
ん
で
、
頑
張
っ
て
い
ま

す
が
、
奥
手
な
性
格
の
人
達
が
多
く
未
婚
者

の
割
合
が
高
い
」
と
嘆
い
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
Ｊ
Ａ
た
ま
な
企
画
営
農
室
の
子

本
英
輝
（
33
歳
）
さ
ん
と
相
談
。
「
出
会
い

の
場
が
少
な
い
。
と
い
う
の
が
要
因
の
一

【
応
募
資
格
】

　

熊
本
県
「
よ
か
ボ
ス
企
業
」
に
登
録
し
た

荒
尾
・
玉
名
地
域
に
住
所
を
置
く
企
業
、
飲

食
店
、
店
舗
、
団
体
な
ど

【
取
組
内
容
】

•
希
望
す
る
社
員
や
お
客
様
に
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｎ

Ａ
が
行
う
婚
活
事
業
の
情
報
提
供
、
参
加
の

呼
び
か
け

•
出
逢
い
の
場
の
提
供

•
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ａ
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

へ
の
協
力
、
会
場
、
飲
食
な
ど
の
提
供

•
自
ら
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
、
企
画
、
実
施

【
募
集
条
件
】

•
20
歳
以
上
の
独
身
の
男
女
（
学
生
不
可
）

•
男
性
に
限
り
荒
尾
市
・
玉
名
郡
市
に
居
住

か
勤
務
ま
た
は
、
同
地
域
の
小
・
中
学
校

を
卒
業
し
て
い
る
人

•
女
性
は
ど
こ
か
ら
で
も
可

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

荒
尾
・
玉
名
地
域
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ａ

　

☎
（
０
９
６
８
）
５
７
・
５
１
４
４

●
営
業
時
間　

午
後
１
時
か
ら
午
後
７
時

　
　
　
　
　

 

（
定
休
日　

火
・
水
曜
日
）

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ａ
」
で
検
索

農
業
男
子
と
婚
活
開
催

しあわせ事業主でのこんな悩みありませんか？
恋の花咲く町
ＫＯＩＢＡＮＡ

のカタチ

若
手
農
業
者
へ
出
会
い
を

男
女
各
12
名
中

　
　４
組
カ
ッ
プ
ル
誕
生
！

ＪＡたまな青壮年部　部長

成　　　婚
交　際　中
イベント開催
総登録会員
企業サポーター
（平成30年10月31日現在）　

KOIBANAの実績

268名
65組
79回

2,279名
10社

かま た ひで のぶ

鎌田　英伸

　

組
合
で
は
、
荒
尾
・
玉
名

地
域
２
市
４
町
の
共
通
課
題

で
あ
る
人
口
減
少
・
少
子
化

対
策
と
し
て
平
成
22
年
６
月

か
ら
「
荒
尾
・
玉
名
地
域
結

婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
Ｋ
Ｏ

Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ａ
（
コ
イ
バ

ナ
）
」
を
開
設
し
て
、
地
域

の
「
未
婚
化
」
「
晩
婚
化
」

を
解
消
に
市
町
や
企
業
・

様
々
な
団
体
と
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ａ
企
業
サ
ポ
ー
タ
ー
の
内
容

Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ａ

企
業
サ
ポ
ー
タ
ー
に

な
り
ま
せ
ん
か
？

入
会
者
募
集
中

面白い企画でお店の

ＰＲにつなげたい

若手の社員に責任感や

コミュニケーション力

を向上させたい

出逢いが少ない業種なので、

独身者が多い

お客さんが少ない

時間をなんとかしたい

イベントをしてみたいけど

人が集まるか不安
会社のイメージＵＰを

はかって求人に役立てたい

熊
本
県
が
推
奨
し
て
い
る

「
よ
か
ボ
ス
企
業
」
に
登
録

❶❷❸❹❺
「
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ａ
企
業

サ
ポ
ー
タ
ー
」
登
録
書
を
提
出

Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ａ
ス
タ
ッ
フ
が

応
募
企
業
を
訪
問

【
イ
ベ
ン
ト
希
望
の
場
合
】

【
イ
ベ
ン
ト
希
望
の
場
合
】

「
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ａ
イ
ベ
ン
ト

計
画
書
」
を
提
出　

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
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創
謹
賀
新
年

え
て
お
り
地
方
自
治
体
の
取
り
巻
く

情
勢
は
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て

き
て
お
り
ま
す
。　

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
広
域
行

政
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
重
要
度
を

増
し
て
お
り
本
組
合
に
お
い
て
も
そ

の
こ
と
を
常
に
念
頭
に
お
き
な
が

ら
、
計
画
的
・
効
率
的
な
広
域
行
政

の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

本
年
も
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
沿
え

る
よ
う
、
全
力
で
取
り
組
む
所
存
で

あ
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

荒
尾
・
玉
名
地
域
の
発
展
と
皆
さ

ま
の
ご
多
幸
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

平
成
三
十
一
年
元
旦　

　

皆
様
に
は
希
望
に
満
ち
た
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
全
国

各
地
で
大
規
模
な
自
然
災
害
が
発
生

し
て
お
り
、
特
に
、
７
月
６
日
か
ら

９
日
に
か
け
て
降
り
続
い
た
大
雨
に

よ
る
「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」
ま

た
、
記
憶
に
新
し
い
、
北
海
道
地
方

で
発
生
し
た
「
平
成
30
年
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
」
で
は
、
多
数
の
尊
い

命
が
失
わ
れ
る
と
い
う
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

　

犠
牲
に
な
ら
れ
た
多
く
の
方
々
、

ご
家
族
ご
親
族
に
謹
ん
で
お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
被
災
さ
れ

た
多
く
の
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、
今
日
、

国
、
地
方
問
わ
ず
厳
し
い
財
政
状
況

が
続
い
て
お
り
、
ま
た
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱

　

本
年
は
、
組
合
が
求
め
ら
れ
て
い

る
効
率
性
、
創
造
性
を
持
っ
て
、
総

経
費
の
抑
制
を
図
り
な
が
ら
、
安
定

的
な
業
務
運
営
の
確
保
と
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
議

員
一
同
そ
の
役
割
と
責
任
を
自
覚

し
、
理
事
会
と
協
力
し
、
一
丸
と
な

っ
て
最
善
の
努
力
を
尽
く
す
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

結
び
に
皆
様
方
に
は
よ
り
一
層
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
も
、
皆
様

方
に
お
き
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年
に

な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

平
成
三
十
一
年
元
旦

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

や
か
に
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
組
合
議
会
を
代

表
し
て
謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
、

組
合
議
会
の
発
展
と
議
会
運
営
に
対

し
て
多
く
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

私
が
議
長
に
就
任
し
、
す
で
に
１

年
半
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
新
し
い
年

を
迎
え
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
改
め

て
感
じ
る
と
と
も
に
、
組
合
議
会
の

さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
引
き
続
き

努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
決
意
を
新

た
に
し
て
お
り
ま
す
。

新
年
、
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

有
明
広
域
行
政
事
務
組
合　

代
表
理
事　

前 

田
　
移 

津 

行

有
明
広
域
行
政
事
務
組
合

議　

長　

菰 

田
　
正 

也

こ
も　
　

だ

ま
さ　
　

な
り

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

い

つ

ま
え　
　

だ

ゆ
き
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練
　

昨
年
９
月
に
消
防
学
校
を
卒
業
し
、
玉

名
消
防
署
に
配
属
さ
れ
、
今
回
訓
練
に
参

加
し
た
堤
聖
音
消
防
士
（
20
）
は
「
現
場

経
験
が
少
な
い
中
で
の
訓
練
で
と
て
も
緊

張
し
ま
し
た
が
、
実
際
の
火
災
現
場
で
は

も
っ
と
緊
張
す
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
の

よ
う
に
普
段
の
訓
練
の
中
で
も
常
に
実
戦

を
意
識
し
、
自
分
自
身
の
ス
キ
ル
と
知
識

を
増
や
し
て
、
早
く
自
分
の
考
え
を
持
っ

て
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
現
場
で

し
っ
か
り
と
隊
長
の
指
示
通
り
に
活
動
で

き
る
よ
う
努
め
ま
す
。」
と
今
後
の
活
動

に
意
欲
を
み
せ
ま
し
た
。

　

訓
練
を
評
価
し
た
玉
名
消
防
署
警
防
１

課
坂
井
昭
宏
司
令
（
54
）
は
、
「
災
害
現

場
で
は
、
隊
同
士
の
連
携
が
不
可
欠
。
日

頃
、
別
々
の
署
々
で
勤
務
す
る
職
員
が
こ

の
よ
う
な
機
会
を
捉
え
連
携
訓
練
を
実
施

す
る
こ
と
は
、
非
常
に
有
意
義
な
こ
と
で

あ
り
、
各
隊
員
間
の
活
動
を
確
認
し
合
う

こ
と
に
よ
り
、
災
害
現
場
で
の
活
動
が
よ

り
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
訓
練
を
積
み
重
ね
て

　

玉
名
消
防
署
で
は
、
平
成
30
年
10
月
18

日
（
木
）
、
19
日
（
金
）
の
２
日
間
、
平

成
30
年
３
月
い
っ
ぱ
い
で
閉
校
と
な
っ
た

旧
玉
名
市
立
月
瀬
小
学
校
の
敷
地
を
使
用

し
、
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

校
舎
を
耐
火
造
３
階
建
て
の
共
同
住
宅

（
ア
パ
ー
ト
）
と
見
た
て
、
「
２
階
部
分

の
１
室
か
ら
出
火
、
逃
げ
遅
れ
者
が
い

る
」
と
い
う
想
定
で
、
火
災
現
場
で
、
安

全
確
実
・
迅
速
な
救
出
や
消
火
方
法
を
習

得
し
、
ま
た
隊
同
士
の
連
携
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、
災
害
対
応
能
力
の
向
上
を
目
的

と
し
た
も
の
で
す
。

　

普
段
な
か
な
か
実

施
で
き
な
い
実
際
の

建
物
を
使
用
し
た
訓

練
と
い
う
こ
と
で
、

よ
り
実
戦
に
近
い
緊

張
感
の
中
で
の
訓
練

と
な
り
ま
し
た
。

　消防本部では、様々な事故や
災害などを想定し、対応できる
ように、日頃から職員の研修や
訓練を行っています。

　

平
成
30
年
10
月
24
日
（
水
）
、
佐
賀
県

消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
た
「
有
明
海
沿
岸

消
防
合
同
訓
練
」
に
消
防
本
部
か
ら
８
名

の
潜
水
隊
員
が
参
加
し
ま
し
た
。　

　

こ
の
訓
練
は
、
有
明
海
沿
岸
を
管
轄
す

る
消
防
本
部
と
海
上
保
安
庁
（
三
池
海
上

保
安
部
、
福
岡
航
空
基
地
機
動
救
難
士
）

と
の
連
携
強
化
を
目
的
と
し
実
施
さ
れ
た

も
の
で
、
参
加
し
た
玉
名
消
防
署
警
防
１

課
永
田
真
二
郎
潜
水
副
隊
長
は
、
「
今
回

の
合
同
潜
水
訓
練
で
、
海
上
保
安
庁
や
他

の
消
防
本
部
の
活
動
要
領
や
意
見
交
換
な

ど
を
行
い
、
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
く
こ

①消防隊整列　②消防車の前で
③大声選手権　④放水体験

　

荒
尾
・
玉
名
地
域
の
幼
稚
園
・

保
育
園
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
な
ど

28
ク
ラ
ブ
か
ら
園
児
約
８
０
０
人

が
参
加
し
た
第
15
回
荒
玉
地
区
幼

年
消
防
大
会
が
平
成
30
年
10
月
31

日
（
水
）
玉
名
市
民
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
園
児
達
と
楽
し

み
な
が
ら
防
火
・
防
災
に
つ
い
て

興
味
や
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
防

火
意
識
の
向
上
を
目
的
に
２
年
毎

に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

防
火
ポ
ス
タ
ー
で
は
、
68
作
品

の
中
か
ら
消
防
長
賞
・
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
会
長
賞
そ
れ
ぞ
れ
に
金
・

銀
・
銅
賞
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

「
火
の
用
心
の
歌
・
防
火
の
誓

い
」
で
は
園
児
全
員
が
声
を
合
わ

せ
て
火
の
用
心
の
歌
を
合
唱
し
た

ほ
か
「
絶
対
に
火
遊
び
は
し
ま
せ

ん
」
と
元
気
良
く
大
き
な
声
で
誓

い
ま
し
た
。

緊
張
は
成
長
へ
の

ス
パ
イ
ス

火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

有
明
海
沿
岸
消
防

合
同
潜
水
訓
練

あなたの免状は大丈夫？

銀
賞 

銅
賞 

金
賞 金

賞 

消
防
長
賞

金
賞 

会
長
賞

厚生労働省「子ども医療電話相談事業について」より引用

玉名消防署

堤　聖音
消防士

2階ベランダからの放水の様子

　

荒
尾
・
玉
名
地
域
の
幼
稚
園
・

保
育
園
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
な
ど

28が
参
加
し
た
第

年
消
防
大
会
が
平
成

日
（
水
）
玉
名
市
民
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

集
ま
れ
！

未
来
の
消
防
隊
８
０
０
人

防
火
ポ
ス
タ
ー
表
彰

長
洲
町
立
六
栄
保
育
所
こ
ど
も
消
防
隊

　

坂
口
　
漣
（
さ
か
ぐ
ち 

れ
ん
）
さ
ん

南
関
こ
ど
も
の
丘
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

　

横
枕
　
心
葉
（
よ
こ
ま
く
ら 

し
ん
ば
）
さ
ん

①

③

②

①

③

②

④

ひ
ま
わ
り
幼
稚
園
チ
ビ
ッ
コ
消
防
隊

　

米
田
　
光
希 

（
よ
ね
だ 

み
つ
き
）
さ
ん

菊
水
ひ
ま
わ
り
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

　

平
山
　
凛
空
羽
（
ひ
ら
や
ま  

り
く
は
）
さ
ん

長
洲
し
お
か
ぜ
幼
年
消
防
隊

　

松
本
　
京
珠
（
ま
つ
も
と 

み
や
び
）
さ
ん

春
富
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

　

稗
島
　
琴
音
（
ひ
え
し
ま 

こ
と
ね
）
さ
ん

発熱発熱

①
水
没
し
た
車
両
か
ら
の
救
助

②
海
上
保
安
庁
の
隊
員
と
意
見
交
換

③
訓
練
の
様
子

い
き
た
い
。」
と
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
責
任

の
重
さ
を
語
り
ま
し
た
。

と
が
で
き
、
有
明
海
沿
岸
で
災
害
が
発
生
し

た
場
合
の
潜
水
活
動
に
お
い
て
、
更
な
る
連

携
強
化
が
図
ら
れ
た
」
と
振
り
返
り
、
今
後

の
鍛
錬
に
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

【お問い合わせ】
消防本部　予防課　☎（0968）73・5273
荒尾消防署予防係　☎（0968）63・1121
玉名消防署予防係　☎（0968）73・7117　

つつみ せ　 な

米
田　

光
希
さ
ん

平
山　

凛
空
羽
さ
ん
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●

●

菊
池
川

岱明図書館

玉名駅

滑石小学校

第１衛生
センター

●

専修大学
玉名高校

112

112

●

●

●

スカイドーム

阿蘇神社

ふるさと
交流センター

443

6

315

菊池川

194

第２衛生
センター

V
O
L.45

■
  編
集
発
行
／
有
明
広
域
行
政
事
務
組
合
／
H
31.1.1

　
＜
事
務
局
＞
〒
869-0292  玉

名
市
岱
明
町
野
口
2129番

地
 

 TEL（
0968）57-5111  FA

X（
0968）57-5222

　
 

 http://portal.kum
am
oto-net.ne.jp/ariakekouiki/

　
　
＜
消
防
本
部
＞
〒
865-0065  玉

名
市
築
地
468番

地
 

 　
TE
L（
0968）73-5271  FA

X（
0968）74-0030

　
　
 

　
 http://www.ariake-119.or.jp/

※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
お
よ
び

　
地
球
環
境
に
や
さし
い
植
物
油

　
型
イン
キ
を
使
用
して
い
ま
す。

あ
り
あ
け

広
域

広
報

　

第
１
・
第
２
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、

家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
、
し
尿
や
浄
化
槽

汚
泥
を
適
正
に
処
理
し
て
、
肥
料
を
作

っ
て
い
ま
す
。
肥
料
は
、
住
民
の
人
達

へ
無
料
で
提
供
さ
れ
好
評
を
得
て
い
ま

す
。

　

予
約
制
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
、
各
衛
生
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

第
１
衛
生
セ
ン
タ
ー

　

玉
名
市
岱
明
町
野
口
１
６
３
１
番
地
１

　

☎
（
０
９
６
８
）
７
６
・
２
２
４
８

　

第
２
衛
生
セ
ン
タ
ー

　

玉
名
郡
和
水
町
平
野
２
２
７
５

　

☎
（
０
９
６
８
）
３
４
・
３
１
８
５

　

平
成
31
・
32
年
度
の
有
明
広
域
行
政

事
務
組
合
建
設
工
事
等
の
入
札
に
参
加

ご
希
望
の
方
は
、
次
の
と
お
り
「
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
書
」
の
受
付
を
致

し
ま
す
の
で
左
記
に
よ
り
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

●
受
付
期
間

　

平
成
31
年
１
月
７
日
（
月
）
〜

　

平
成
31
年
２
月
28
日
（
木
）

　

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

　

※

郵
送
に
つ
い
て
は
消
印
有
効
）

●
有
効
期
間

　

平
成
31
年
４
月
１
日
〜

　

平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で
の
２
年
間

●
書
類
様
式

国
土
交
通
省
統
一
様
式
「
一
般
競
争
（
指

名
競
争
）
参
加
資
格
審
査
申
請
書
」

●
提
出
方
法

１
部
提
出
（
Ａ
４
フ
ァ
イ
ル
綴
じ
で
、

綴
じ
具
と
も
焼
却
可
能
な
も
の
）

　

持
参
・
郵
送
い
ず
れ
も
可

●
提
出
場
所

　

〒
８
６
９

－

０
２
９
２

　

熊
本
県
玉
名
市
岱
明
町
野
口
２
１
２
９

　

有
明
広
域
行
政
事
務
組
合　

総
務
課

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

☎
（
０
９
６
８
）
５
７
・
５
１
１
１

※

平
成
で
表
記
し
て
お
り
ま
す
が
、
改

元
予
定
あ
り
。

　皆さんの協力で1 人1 日100gのごみの減量ができればどうなるでしょうか？
　現在、処理されているごみは年間で約26,000t。100gの減量を行えた場合、そ
の6分の1に相当する約4,000tを削減することができます。ほんの少しの努力で皆
さんの住む地域環境がより綺麗になり、これまで環境美化にかかっていた経費の
削減にもつながっていきます。

平
成
31
・
32
年
度
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て

肥
料
の
無
料
提
供
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

き
り
運
動

は
じ
め
ま
し
ょ
う

３きり運動とは？

き
り
運
動

【お問い合わせ先】業務管理課　☎（０９６８）５７・５１１１

使いきり水きり食べきり 水きり
ギ
ュ
ッ
！ギュ

ッ
！

　

組
合
で
は
、
「
広
報
あ
り
あ
け
」
に

掲
載
す
る
広
告
主
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

●
発
行
部
数　

６
万
３
千
部
／
号

●
発
行
回
数

　

３
回
（
４
月
・
10
月
・
１
月
）
号

●
規
格
及
び
掲
載
料
（
１
回
）

　

Ａ  

縦
５
㎝×

横
16
㎝…

５
万
円

　

Ｂ  

縦
５
㎝×

横
８
㎝…

２
万
５
千
円

●
申
込
方
法
等

申
請
書
は
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
掲
載
希
望
号
の
60

日
前
ま
で
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
画
面

に
バ
ナ
ー
広
告
を
掲
載
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
掲
載
料　
　

月
額
４
千
円

●
申
込
方
法
等

申
請
書
は
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

※

バ
ナ
ー
画
像
や
リ
ン
ク
先
Ｕ
Ｒ
Ｌ

な
ど
は
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

◇
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
総
務
課
ま

で
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

☎
（
０
９
６
８
）
５
７
・
５
１
１
１

「
広
報
あ
り
あ
け
」
に
有
料

広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

「
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に
バ
ナ
ー

  

広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
？


